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二重 =

②評備研究､③遠隔教育研究も⑥兼学盤研究の堵尭テヨu-有責

分類書取る諸考の研究 :C.:?-卜に取り蛙!･Uでいます.これ!.rSlL･lLiつ0.Litカデ.L.jlLIL･t一･･は相互に黒く関連L7蒸し主

謬琶タラム3 (特色6鞘 と』雷 F相互研修型FD碍組織化蔓這遮る

が採択審窮ま』たo這還暦はも京都東学の教欝理念習ある ｢由由◎学風｣

碍亀と習従来から実施き飛置き紀様を窺教育改善プロタラあをさらに発展き健%由童的窺相互研修型匡D活動歴

巨T～-全学Lj･･t､く丸′で鉛線淋化をぬ㌔▲LLで:います.取払の経過iF三二.ト汗l臣ヒ矩/./rt･J-bLhtJtf配摘由一:ミ融点LV血j烏話じ壇/掛古

に掲載してい訂すJ.

⑦東学授業研究
中盤開業験授業磨授業参観星這遮る授業萄野究 ◎噸萱研修 監置B∋
平成8年度から現在まで､全学共通科目に提供している ｢ライ
フサイクルと教育｣を公開実験授業とし､本学教員をはじめとす

る大学教育従事者や全国の高等教育研究者に公開してい京す.読

義終了後には授業検討会をおこない､大学教育に関して議論する
場を提供し､また､公開実験授業で蓄積されたデ-タは､本部門

での教授法や評価システム開発のために活用されています｡この

ように､教育実践､相互研修 (FD)､教育研究を含んだ一連の

過程によって､大学教育とその改善に関わるさまざまな問題を研

究しています｡

平成12-l箪年度には､ ｢大学授業の参加観察プロジェクト｣
として､京都大学の全学共通科目｡専門科目の70科目以上の授業を参観することによって､様々な学部や教

育段階での教授法や授業を取り巻く問題の所在についIC研究をおこない､各学部固有の教育の発展と改善をど
のようにおこなえばよいのか､学部のFDの組織化をどのように支援できるのかを模索しましたOこの成果を
もとに､平成15年からは他部局での授業の公開 ｡授業検討会を企画 p支援し､公開授業のフィールドを全学
的な規模に拡張しつつあります.これまで､=学部で総合人間学部､薬学部､経済学部の教員による公開授業

と検討会を企画 ｡実施しました｡

･電子虜デ好評を夢関済』た梱量研修◎授業研究◎暫謁夢ぬ⑳開発

大学教員が相互に学びあう共同体は､対面条件ばかりでなく､電子ネットワーク上にも展開されることで､

時間や場所の制約を超えて展開させることができますゾOLJかしながらそこでは､対面状況とは異なったノウハ
ウが必要となるとともに､教育改善への寄与の仕方も異なってきますOまた､牙ンラインでの教育と対面での

教育をどう接続するかなどの課題もあります｡

本部門では､大学授業に関する各自の工夫や知見を集約し共通のコミュニティを形成するため､ ｢大学教育

ネットワ-ク｣をWebに展開していますoそこでは､教員が自分の授業実践例を公開し授業の=夫や改善のた
めのリソースを提供する ｢大学授業データベース｣､大学教育研究フォーラムでの研究発表を蓄積する ｢大学

教育フォ-ラムア-カイヴ｣､自分の授業の映像をweb上に公開し､それをもとに授業検討会をオンラインで
おこなう ｢Web公開授業｣､京都大学固有の問題に則して学内に向けて授業改善のための情報を発信する ｢学
内FDデ-タペース｣など､さまざまな方法で複層的に､大学教育とその研究に関するコミュニティの形成を
めざしています｡これらの活動は､特色GPのほか､文部科学省科学研究費補助金(碁盤研究B(2))｢大学授業
実践の質的研究にもとづく電子メディア化とFDネットワークの構築｣ (代表 :田中毎実､平成16-18年度)
によりサポートされていますo

東学院生◎監め◎敵背実践講座 藍特亀暖国関連語

大学教員をめざす京都大学の大学院生のために､教員への自覚

的自己形成にきっかけを与えることを意図して､学生部教務課の

協力のもと ｢大学院生のための教育実践講座｣ してい

ますOこのような院生研修は､全国で初めての試みであり､京都

大学が､教育面で社会的応答責任を果たそうとする試みの一環で

もあります.センター教員によるミニ講座､プル

ディー ･ワークなどのセッションで構成され､修了後には総長名

の修了書が授与されますoその他､8大学工学系博士学生フォー
ラムにおしうて 『博士課程学生のための教育実践講座一大学習どう

教えるか-』も開催していますO
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･三学部教鷲敷～#滞汐撃あ(特色窃野関連き
後述するように､相互研修型F[〕の展開の一環とLJて､

実施しています｡これらの結果は授業やカリキュラムなどの改善に生かされて
結果をどう解釈するか､また教育改善にどう結びつけていくかなどについて､教員同士が直接議論をかわすた
め､平成17年度より毎年l臥 工学部との共催で ｢工学部教育シンポジウム｣を開催していますO

②無学教蘭評億研究
･教蘭評価の支援と研究

自身の授業評価や組織評価の実践研究を通して蓄積された､評価に

関する知見とノウハウにもとづき､本部門は､全学や各部局そして

個人の教員が､教育活動を振り返るために授業評価やアンケート調

査をおこなうことを支援しています.

特に､=学部においては､特色GPの一環として､授業アンケート

を企画 書実施しています.京都大学の=学部では､創成型教育は実

施せず基礎教育に力を入れ､4年次に卒業研究などで実質的に創成型

教育を行うというカリキュラムを編成しています｡このカリキュラ

ム構成が所期の構想を本当に実現しているかどうか､詳しく評価し吟味するため､また全学科での授業評価の

導入をめざし､平成16年度後期より工学部を対象として ｢授業アンケ一一ト｣を実施 ･ 支 援 し ､ 学 生 の 達 成 ､

意欲､関心､満足度などを把握し､教育改善に資することをめざしています｡

また､平成16年度に､=学部の卒業研究をおこなっている学生を対象として､卒業研究調査をおこないま
した｡特定の年代別に卒業研究の意義の変容を測定することをめざし､教育の長期的な効果やアウトプットを

検証するためのものです.授業アンケートと同様､センターと=学部が連携して実施しており､平成18年度
は博士前期課程2回生を対象とした調査を予定していますO

･組織評価◎研究
平成12年度の自己点検自己評価および外部評価では､単なる評価の実施というだけでなく､本センターの
評価研究の実践的フィールドとして､研究をおこないました.その結果組織評価を総括的記述や一回限りのイ

ベントに終わらせることなく､評価を通して組織が日常的恒常的に生成発展していくような､新しい評価理論

と評価方法を研究し､この成果は平成17年度の評価にも活かされました｡

③遠隔授業も鐙-』昏遺賢摘開成研究
電子メディア技術の発達にともない､大学の授業は対面状況だけでなく､電子メディアを通してもなされ

るようになっていますoこうした遠隔授業 ･負-Leamingの有効性は疑いえませんが､固有の教授法の工夫や
学習共同体の形成について､本部門はさらなる研究をおこなっています｡

言葺き.rT..C等ニーしF::;:,",･･,:､. ジ二二::;こミ､へ･:I.I.章喜-i.
こ-!-Tl-':.:I:<哲.J.て1年譲二

平成日韓10月から実施された､京都大学とUCLAとの遠隔講義 (全学共通科目 ｢物理学入門｣と ｢宇
宙科学｣)です.NTTの高速尊周回線を用いて､タイムラグなL}の双方向授業を実現.総合情報メディアセ
ンター (現 ｡学術情報メディアセンター)との協力で､遠隔講義における教授法の研究に従事しました.また､

平成15年度
されている､

こ､ア

平成11年度よ
名は ｢教育とコミュニ

eam柄g構想の一環として､京都大学-マレーシア ･マルチメディア大学間で実施
の教育評価について学術情報メディアセンターと共同研究をおこないましたO

･J芯:表㌍S.･S･汀てい訂:i く平転.:ミ11-■三･'3琴鳶:,:
した､京都大学本センターと慶鷹義塾大学井下理ゼミとの連携授業ですO授業

で､2回生以上を受講対象とした全学共通科目の授業ですO各大学でゼミ
ナー捗を実施し､授業以外ではインターネットで相互の畢りとりをおこない､授業最後には2泊3日の合同合
宿をおこないました｡

-二くrvr.:7ニ二つ亡ジ::rJS:ド

I::-デー'_T持車攣':こ守TP二軍二で亡-:::-1二･LTト: く-Lit:ミ三言｢≡～17革ま三

タトですO京都大学側の

で､平成~ほ 勤しました｡

よぴビデオチヤツを㍉ さらに駆eb掲示板等によっ

て京大と鳴門教育大を結び､京大教育学部生､京大教員､鳴門教育
大現職教員大学院生､鳴門教育大教員が集う場所を創出していますO
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ヤンパスへの移転を進めており､こ
っては､センターがこれまで遠隔授

学生の受講意欲を支える学習集団の形
関連する知見やノウハウを提供し､コンサル

ディア教育開発-L7ンター-(現 ･独立行政法人メディア教育

､様々なメディア,情報機器を使用した教授法華教材の研究開
こないまLに｡

大学教育において何をどのように教えるかを工夫するためには､学生の在り方を理解しなければなりません
また､学生にとって大学という環境は､どのように効果を与えているのか.どのようなものとしノてデザインさ

れていかねばならないかということに関する研究も重要となり漬すO

･学生管-藍鼠旬学生相談暫翼賛あ萄研究
正課教育だけでなく､課外活動や学生生活の全般を通した学生の全人格的な学びのあり方を研究 ｡サポート

することをめざした､学生サ-ビス (あるいはSPS-StLJCjentPersonnelServices)についての研究を
しています｡

Oぎー一乗学生｣の研究

学生のほとんどが属している､ ｢青年期｣という人生の中でもとりわけ特徴的な時期について､
チ-卜調査､青年心理学の理論的検討などを通した研究をおこなっています｡特に ｢大学｣という

な枠組訓こ焦点を当てた ｢大学生｣の自己や生き方､学業の問題を､質問紙調査やインタビュー調
研究しています｡

･学び支援雷田野冨夕担(甲感謂3-巧昏辱磨き
平成13年度より ｢学び支援プロジェクトー大学生活編-｣として開始し､平成l
ジェクト-学び探求編-｣を実施しましたO学生たちを教育改葦
おける､ひいては大学における学びの意味や目的を知ることをめ

①撃書匡教常
学部l.
論｣ F撃力 ｡学校 ｡社会｣ ド
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第三部門関爵教最は卑 重義会 ◎専門豪農会◎重義と転置卑

,上､亨■､持吊::::i..

教養教育に関L/Eは去太閤 B環境学研究科の全学共通教育実施委員会と連携して､主とじ
を行っ貰いますO

≦∴ ､､I../.･∴こ虹妻等∴誉ミミ‥ニ…､.､∵＼､･.:･･:..../∴了言.きl､､∴∴二

平成16年も糸群科目 (武文 ｡社会系全学共通科目)の実施責任部局

文系群会 (構成員38名)が提案寝た 『教養

rI･/:I.･:≡,;:T/'[芋

に関する太閤
巨tr:･一巨'LFl-, が､

竜泉閣 .環境学研究科

系群会の考え』

10学部から承認

享-荒E/.I::守.I;;.背きtL.･.誓･.ど_;-I-:.I-;I;,‡毒害J-,-=通し∵丁薫開

形式習すo京都大学の教育上の基奉理念ぞある ｢ 享･∃

と考える学生の要求に応えることを目的と』た授業
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衆教室雷の講義とは異なりも特に教義と密書∈対話することが驚き､またも学部の異なる学生仲間とともに撃
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1_/年 上:fl:'‥司 ..I:/.開言i:I:'::_二/I.･::L言=!.;;-IL藁±三言･買主孝･:..-lI3Ts.'.'草:,::.i-:;::-十高上評甘三告･:'q:.･.言=-::.-:-.,二薄:::I.I...i;:≡.;.芸!:-I.I:.二･.t.:.'･
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碍ための要望を聴取するなども教養教育と』若殿ポ伊ゼミの制度設計も教育内容畢教育方法の改善のための多
彩な取･堕組みを進め貰います0

--●●-●- ●■~､●､一･ 一･
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群科目に関する 『学生による授業評憶』｣をÅ間 色環境学研究科 ｡全学共通教育実施委員会 8文系群会と

連携』若葉施しも軍記の報告書を作成しまLjたoこれらの調査は前記 『教養教育書こ関する太閤q環境学研
究科 8文系群会の考え』の策定と連動』貰お堕､調査結果書誌も 『文系群会の考え』管の二つの提言 (A群

･=鉦茎.･:･L:.1･tJr;:.!=蔓･･隆十重賢控 .I:-Jl･:..､rIsTi-Ii寿･･.:I.墓石キ･王∴二.:.,Ill-巨と･':工:ニ:I:,.･渓詰･=巨:I:/-?_ltt:.･L:_=:::iミミ持･:".:I.･;,;_:貫き三世','!∴∴:_....:
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-:こ:-㌻告悪等言責1育てご貢･:I.I;･;L:f逗√f:,I.-

京都大学では､他大学に先駆けて ｢毎律学習型GALL

を英語の正規の履修課程に大規模 (千数百名)に導ALj､成果をあげていますO

なく､学ぶ学生であるとの信念のもと､学生がCDiROM教樹を使い自分の3号ソコンで､時空間に拘束
諮れずに､自分の能力に応じて自ら学習できるような自律学習型CALLを導入することにより､外国語
教育の抜本的な丙構造化に取り絡んでいますo

自律学習型CALLの導入により､クラスサイズの縮か､少人数の対面型指導の充実等が実現されてしち
ます｡さらに､本学独自開発の教材による初修外国語のCALL､及び次世代C糸LL技術 ｡教材の自主開
発とその利周を進めていますO

<;｢持つ:/I/Ll.Iv'LtiVt_,･-1I.≡.k烏･･:I:;;t=軋Lp=.,I:点/彊千理rl…く,I/'情くつ;〇･-=1≡_I.I:いさ>

≡:Sミ･二JlT霊:-憾.illj=J･腎.[,';T_='Tg

｢これからの大学の外国語教育-カリキュラム開発の意義と実践-｣と題して､平成17年12月に京
都大学にてシンポジウムを開催しましたo

全国から､英語､ドイツ語､フランス語､中国語も朝鮮語などの外国語担当教義､東学関係者､学生
など18碑名の参加者が一堂に会し､列国語教育におけるカリキュラムや自律学習型CALLの清岡など､
これからの大学の列国語教育のあり方について活発な議論が繰り広げられましたo多様な外国語のカリ
キュラム開発に関わる諸問題についての議論を冒的とした奉シンポジウムは他に頬を見ない画期的な試
みとして評価されていますO

<憤翰://騨醐w.≡.k.kyoto聴aC瀬畑が/紬k/廟kO23線.画f>

詔)学生と教鼎g這遮る授業評懐

平成巧5年度 ｢C群科目 (鍋国語科目)に関する学生授業アンケート｣ (l回生対象)を実施し､報告
書を作成しましたO鍋国語科目 (英語､ドイツ語､フランス語､中国語､ロシア語､イタリア語､スペ

イン語､朝鮮語､アラビア語)の各クラスにおける授業出席率､受講態度 ､ 授業の有益性､授業満足度､
授業鵜殿感想､餅国語教育制度全体等について､1回生延べ6,9箪5名 (回 答 率86.頂%)から有益な意

一 三 三 三 --
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本部門櫨も京都東学の基本理念星岩沿 慧経学問を発展する臨め蔓岩感要藍怒る情報顔デ尋常基盤曜清岡宅這関

字畜企画 L･I;ll,'':輯∴結きモl祥軒 ;･:iT･3-,::I芸当 し､ I-:'-;IL::;fT/.I.学ミ耐雪払.号:-:･言JLl:;･.:I.∴上目/I:,号.-i..b7彊建-:･ti.r-粟鳶 し志､･斗~喜･:.::.:'{-･∵

蓉支援する這藍を欝的藍転置設置審豹蓉』たO高等教育研究開発推進機横着這設富津塾飛雷

∵工封言草無害草…･ir:贋 発音.I:<:さ運ぎ･:7',=昌 吏携 L.r･亨"..宵姑戒.I.Lr:-･､[':･:･墨鮭を薫廿日:.:'-;1..窯二学陶tlL:i･:::>t至:.:Ll:,:-.i.:i:I.:.:p:∴ :I::;:I:L:r:i-I.::.I::

;Jrli.::.rJ:--ri-I.:-一十開発 ･L:言;ぎ･,書評(堰 .f工~~::_;L.:･;i-::i.::gi:i::,':,ll.:-･t:.工恕藍証L:5,:ザ十3:It:..:.､':L･lL;告･̀.

章教授/professor

33も出口餅≡ (KOYAMADAKoji)
koyamada@mbox.ku軸C.kyoto真土aC.5p
075-753-9364
情報教育研究分野 情報可視化 ｡設計最適化

InformE由onVisL旧fiz離ion,Des噛rlOptimization

･菜助教授/AssociateProfessor

日置 尋魚 (H事OK日常ohisa)
hioki@i丸ky〔沌01ふaC.jp
情報教育研究分野 デ-タハイデインク ｡情報可視化 ｡画像処理
DataHiding,冊ormationVisuaHzation,EmageProcessing

･助手/lnstructor

酒井 晃≡ (SAKAIKoji)
sakai@mbox.ku軸C.kyoto-U.as兼
情報教育研究分野 情報可視化
汗I.i-i-i.I-mcl-こiOntl.I:LcL:.I_=再:/13~日On

済肇演欝ゼ欝議済蔓芸濃愚衆爾董盤構築

: ､∴十こ/I.lt:(:㌫ ∴＼.～ .､､､こく‡.∴､ ∴∴･･ ･･ ･L･･ ∴-

現在､京都大学習開講されてし預る科学教育関連の講義には､3次

元没A型表示を有効に清岡ぞきる可能性のあるも鞄が数多乾ありますo
科学に関する事象のほとんどすべ首は旬3次元空間ぞ起きていますo

DNAの螺旋構造､化学反応､気象現象も地震､物理現象も人体構造
などをより正確に理解するためには3次元空間習そのものを学ぶ仕
組みが必要ぞあることは明確ぞす｡現行の講義 に お い首､3次元表

示宣活月圭..･:-･Il,I/講義は:if-､′I.:=:･T.':)-f~iII.一言oご'.I.宣 草 道 1.:I;デー.I_i_巨-A.1ヨ
ン結果､人体構造計測結果 (M円蓋など)もLS宅内部構造計測結果､地
震現象測定結果､数学関数などのデ-夕内部に没AL首詳細に観察し､
知見を得たいという研究者からの強いこ-ズがあります｡このよう

な要望に応えて､平成16年度総長裁量経費により没A型3次元表示

･､●.･::-Jl､子.!･.:.;.(し:.l･L∴JL=_.;が当セ:.:'･_.17-･に導:･､三･-:′一店 ;_.･･;.:三C.(T'_::I-しまTp?'1●:.1･=草

間60件に及ぶ見学､授業利用､研究活動に活潤され若しちますO

:.､･∴..･･●一 ､､ ∴ ､､､

童に､海外の著名な可視化技術研究者を迎え首､巧年間に2回の講

演 会や可視化技術に関連する討論を行っ貰いますOまた､国内の可

視 化研究者､学内め実験 ｡理論科学者と可視化技術利周推進に向重き

た 連携推進のためのワークかヨッブ亀随時開催し貰いますO連携の

結果は､童に国際会議管の発表畢学会誌代の投稿と』うう形ぞ公表され､

情報メディア基盤の学術〆㌔の先進的活用を実践L/Gじ溝ますOさらに%国際会議雷の発表筆も学会誌鴨の投稿

を通じ首学部学生畢大学院学生の教育を実践』でし滝ますoまたも講義においても最新の研究成果を織り変ぜ

た内容になるような工夫を凝らし､情報展デイア基盤の薮青馬の先進的活用も併せ嘗実践』若し頂ますo

lミこゞ一･･､ミミニ:～:工､､∴∴..､､-∴､､･.二･ミ一

審部門は､高等教育研究開発推進機構似下も機構)による全学共通教育め情報化に携わっ貰います｡-舵
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に教育の情報化としてとらえられる活動の中でも､機構および審部門では主に教育環境の情報化に取り絡ん
でいます｡

さて､本学で行われている授業を全体として円滑に運営していくためには､さまざまな場面で教務情報を

効率的に収集し､管理し､提供していく必要があります｡そのため､機構では､全学に先駆けて､全学共通
科目を対象として京都大学全学共通教育教務情報システム､通称KULAS‡S(KyotoUniversはy'sLiberal
A托sSyHabus冊o｢mationSyste∋m)を開発､運営していますO現在KULAS‡Sにおいては､シラバス情
報､授業連絡､レポート･試験情報などの管理､VVVVWでの科目履習登録などを行っていますOまた今後は
成績情報管理システム､授業支援システムなどの開発が予定されています.本部門はこれまでもKULAS暮S
の開発過程での提案､フィードバックを行ってきましたO今後開発が予定されているシステムについても､

セキュリティも考慮した上で､全学共通教育の改善を押し進めることができるよう積極的に提言を行ってい
く予定です｡

また､KULAS妻Sの他にも､授業の場以外で学生から教員にコンタクトする手段を提供するために､本セ
ンターではオフィスアワー検索システムを開発､運営しています.検索システムでは､教員が提供するキー

ワ-ドにより､学生が授業の砕以列で教員を見つけ出し､コンタクトすることを支援しています.本部門は､

このシステムの開発に協力を行ってきました｡

また本部門では､可視化技術に基づいて本学で提供される多種多様な授業科目を分かりやすく学生に提示
し､授業選択､学習カリキュラム設計支援を行うシステムの開発に取り組んでいます｡これまでにシステム

のあり方､システムへの要求条件などを検討し､プロトタイプ開発を進めてきました｡その過程で情報学研

究科の関連分野との連携が生まれ､大学院生の研究成果をあげることにもつながりましたO

全学磯書き情報救済策施憲経

本部門は全学向けの情報教育(情報メディア技術を活用した全学向け科学リテラシー教育)の企画 ･実施 ･
分析 ｡評価に取り組んできています｡

全学轟通観欝碍愛粛藍実施

科学リテラシー教育の実践の場として､平成17年度には新入生向
け少Å数ゼミ ｢自主研究ゼミ｣を実験的に開講しました｡その成果

をふまえてカリキュラムを再検討した上で､平成18年度からは一般

の全学共通科目として ｢自主研究ゼミナールA･B｣を開講していま

すOこの授業はこ主にl,2回生を対象として､各日が自由に研究テー
マを設定し､調査､ディスカッション､論文執筆､発表などの研究

活動を通して了情報収集の方法､論理的思考力､コミュニケーショ
ン能力､情報表現力などを養成することを目標としていますoまた

番受講生が大学での学習目標を丙確認する場としてこの授業を機能

させることも狙ってし㌔ますOクラス内でグループを編成し､学部横

断型のグループディスカッションを積極的に行っていることもこの
授業の特徴ぞすOさらにFD活動の一環として､学生を交えての授莱

設計､授業評価などによる授業改善を行っていますO ｢自主研究ゼ

ミナール｣以列では､学術惰額メディアセンタ-が提供してしうる全

学共通科目 ｢情報フルーヱンシー入門｣の実施に協力していますO

この授業はグループ単位でのプロジェクトへ野取り組みを通じて､
情報の取り扱し1に熟達することを目的としており､ ｢自主研究ゼミ

ナール｣と同様に科学リテラシー教育に資するものです｡

.､＼主 ､∴-､ここここ:I..-∴ ､､.㌦"一､ ...::､-:

情韓教育専門委員会においてはも委員会内のワーキンググループに参画Lj､活動を展開してきました｡こ
れまでに具体的には､-般情報教育に関するアンケートの実施と新LjL預情報教育カリキュラムの策定に携
わってきました｡

アンケートは本学の一級情報教育の力uキュ=Jムを改善することを目的として200番年に実施したもので

す0本部門では､まずアンケ-卜の原案を作成し､ワーキンググループおよび委員会での議論を経て､設問

項目をまとめました｡具体的には､主に現在の授業に対する評価了構登教育への要望､および学生をとりま

く環境の情報化の実態を調査項目としましたOそれにつづいて全学の上2回生を対象として実施 ｡回収され

たアンケートについて､集計されたデ-タの整理､分析を行い､その結果を報告書にまとめましたo設問数
の多いアンケ-卜であったにも関わらず多くの回答が得られ､蓑重なデータを集めることができましたo

- 3 35-
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::tl,r{.I..雑草啓子ぎ嵩;一首::/ぎ､蔓::一言ミきモtlII.i..i:･＼-､く.謁.LILT､言､-､∴仁..ヾ㌔蔓::::I:1.∴三､､--･-.:.1ぎ･轟.I.:]卜ヾiニト､-･､.:.".i:I;I:､と工､ミ‥ミ:5:.ヾ約..;さこニー.ぎ巨が:-1欝‥･ニ阜 王こ:･顎..ミ･:15{-::～..ゴ･.ヾ､
の夢義日夏軍済預轟琴-腎癌謂8琴磨き
奉プロジェクトにおいて3次元高精度立体画像等による没入感を伴う]琶榊チャルリアuティ技術及び大規
模データの可視化技術の開発を担当していますO特に､遠隔環境において物理シミュレーション結果を共有

しながら研究者間の議論を推進する基盤:ボリュームコミュニケーション技術の開発を継続的に行っており
ます｡

窓聾科挙嘗闇-欝宵%#禦ぎ蔦が濫撃陸 墨蛋繊艶 ⑳生膝機能か慧選録-お慧Si謬詔が蕊撃終芦夢鞠燈静
義損を琴感領5時-軍感瑠蔓琴露語
本プロジェクトにおいて心臓の病態解明の苧段として有用なだけ習な乾､心臓病に対する新薬開発におい

ても強力なシミュLj-ションモデルにおいて必要とされる可視化技術およびパラメ柵タ最適化技術に関する
研究を担当しております｡

文部科学嘗科学済究補助姦 藍碁盤研究B宅…鰹きき書芸遮凝滞闇還-嘉慧慧還=餅-沙慧Si技術書這遮
る遠隔協済済究窓窪饗場薗構築萱岩間骨董研究 藍琴感瑠8時-琴威望確率磨き
本研究では､ボリュームコミュニケーション技術に基づく遠隔協調研究支援環境の構築を目標とし貰い慕
すoポリュ-ムコミュニケーションとは､シミュレ-ション計算から生成される膨大な数値デ…タ (以降ポ

リュ-ムデ-タ)というメディアを使った情報交換のことぞあり､
テムに可視化システムを融合L,たものです｡ミノミュLJ-シ≡:/'手封

究分野で見られる複雑高度化された問題を解決する糸口
ます｡

璃尊通信済究極覇民間基盤接騰萄欝究爆違制度 守学費寝食尋常-恕欝 や敦 ∴･∴●､∴･･工㌔･.･∴･･･∴≡-

軍書欝牽欝
学部L喜

F情報学概論最良も
且j蚤担当し了eI'巨ま
担当L:rf:::い託す｡
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平
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高等教育研究 謂す､三 ':'∵--I.-i---:-.日_,･{_i･:.■∴ア∴;._S年貢封〒i･･-;::!t,'寺IF;-C平武T--;年二･JB;轟'E.削胃-,:::-たこ平成~/:'キ':J':華~;巨亨
ま管がち現在発行詰れ若しキますo毎年8用末を』めきりとし首､随時投稿を受け付け冒し鶏漬すO

書籍

『閃かれた東学授業をめざ 』首 一束都東学公開実験授業の-年間-』
『:.I:LT:芋蔓.a-1業('It･/-.I:,･十 日･抽 予二･-I..'Il:-I---

玉川大学出版部 平成9年
-』玉川大学出版部 平成13年

『大学授業研究の構想 一遇まか ら未来〆㌔-』東信望 平成l考年

『大学教育学』培風館 平成 巧5年

∴∴･;=

七 一∴ニー どの成果 の公表を冒的とし首も随時公刊され貰いますO以下のように､平成18年

:三溝 ここ~:ヨ票在訂 :I:-Ii:･TH.:i.(.liモ ::'a::?i-:･i;,.L'-:･I.:.::::_I-:≡.滝デモ了｡

第 1号 ｢京都大学卒業者の意識調査｣平成9年

第2号 ｢高等教育教授法の基礎的研究｣平成9年

第3号 平成10年

第4号 ｢平成9年度公開実験授業の記録｣平成11年

第5号 ｢大学教育の改善に関する京大教官の意識｣平成11年
第 6号 ｢平成10年度公開実験授業の記録｣平成12年
第 7号 ｢平成11年度KKJ～Kyo七〇.KeioJoi雨 Sだ∋minar～で何が起こったか｣平成12年

第 8号 ｢平成11年度公開実験授業の記録｣平成12年

第 9号 ｢生成的組織評価をめざして｣平成12年
第十〇号 ｢平成12年度公開実験授業の記録｣平成13年
第11号 ｢大学授業の参加観察プロジェクト報告 (その1)-大学授業の参加観察からFDへヰ｣平成13年
第1蔓弓 手デイベー卜形式による=学部FDシンポジウム-工業化学科 ･地球工学科 .物理工学科-｣平成13年
第13号 ｢平成13年度公開実験授業の記録｣平成†4年

第摘号 ｢大学授業の参加観察プロジェクト報告 くその2)-大学授業の参加観察からFDへ-｣平成14年
第15号 ｢ディベート形式による工学部FDシンポジウム (建築学科 ･電気恵子=学科 ｡情報学科)および授業参観にもとづくジョイントワ

ークショップ報告｣平成15年

第16号 ｢平成14年度公開実験授業の記録｣平成15年

第17号 ｢2002年度学び支援プロジェクトー学び探求編十｣平成15年

第18号 ｢バーチャルユニバーシティ構築の基礎づげに関する総合的研究｣平成16年

第19号 ｢平成15年度公開実験授業の記録および公開実験授業8年間の串間的総括｣平成16年

第20号 ｢工学部における ｢工学倫理｣科目のスタッフデイベE3ツプメント活動｣平成l6年
第21号 ｢平成16年度採択特色GP 『相互研修型FDの組織化による教育改善』活動報告 陀004年度=学部授業アンケート (速報版)過｣
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平成17年

第22号 ｢生成的組織評価をめざして 2 -外部評価懇談会報告書-｣平成18年3月31日

第23号 ｢平成18年度採択特色GP報告書 酢相互研修型FDの組織化による教育改善2004-2005』｣平成18年3月31日

･･･こき三‥二吉 .●:～

に｣平成6年/評価 (調整)煩委員会 ｢教育改善のための1.2回生アングー
卜調査報告書｣平成14年

センタ-の活動情報は (研究フォーラム､公開研究会のお知らせ等)についてはメーリングリスト

｢あさがお｣でお知らせしてL等ますO登録ご希望の方は机翰://kyotoぺふS-COOP.net/asagao/よりどうぞo

･ll.:.::一二<I:＼.:..掛...::::::'/'∴ ､:ミ㌧∴二言

江原 腐生(学術情報メディアセンター助手)

高見 茂(大学院教育 学 研究科教授)

田中 耕治

±共二 言-

至(人文科学研究所教授)

輿(大学院医学研究科教授)

(大学院医学研究科教授)

(大学院薬学研究科教授)

(大学院経済学研究科教授)

-(大学院情報学研究科教授)

､∴工へ･･､､ ･､箆∴･ヾ十十:､一∴二一:-.II;

荒木 光彦(松江工業高等専門学校校長)

石村 雅雄(鳴門教育大学鳴門教育大学第一部助教授)

井下 理(慶慮義塾大学総合政策学部教授)

尾崎 仁美(京都ノートルダム女子大学人間文化学部助教授)

三崇票智子(鳴門教育大学高度情報研究教育センター教授)

禅添 景昭(徳島大学大学開放実践センター助教授)

曽根 直人(鳴門教育大学高度情報研究教育センター助教授)

豊子(千葉大学教育学部教授)

真奈(メディア教育開発センター助教授)

懲熊 耕一(京都学園大学経済学部教授)

串原 淳(東京大学大学総合教育研究センタ-助教授)

藤田 哲也(法政大学文学部助教授)

米谷 淳(神戸大学大学教育推進機構教授)

村上 正行(京都列国語大学マルチメディア教育研究センター講師)

ELj
崎

rjj

i.jj

山

山

吉

吉

礼子(同志社大学社会学部教授)

洋 子 (武 庫 川 女 子 大 学 文 学 部 教 授 )
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